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戯曲における作劇法,詩における作詩法のよう

な,その文学形式にかんする技術的または美学的

な方法論が,小説の場合にも成立しう右かという

由に対する筈は必ずしも容易ではない。これは戯

曲や詩の歴史が遠くギl)シャ時代にまでさかのぼ

ることができるの忙対し　西欧の小説(nov叫　の

歴史がようやく18世紀にはじまるということも,

その理由の一つである。`詩形式の物語,すなわち

叙事詩や,散文による物語である英雄物語や騎士

物語の発生は古いものであるが,近代的な意味で

小説と呼ばれる文学ジャソルの起源は, 1740年に

サミュ土ル・リチャードソン(SamuelRichardson,

1689-1761)によって書かれた『パメラ』 (Pamela)

にはじまる。この小説は書簡体による物語であ

り,近代小説のさまざまな形式の中の一つを用い

た物語であるが,作中の主要人物としてはじめて

庶由階級の人物が登場すること,写実的表現技術,

人間心理の精密な解剖など,近代小説のすべての

条件をモなえることによって,西欧文学史上,厳

密な意味ではじめて小説の名に値する作品であ

る。この小説はたまたま書簡文の集成という形式

を用いているが,小説という文学ジャンルが他の

ジャンルにくらべ,いかに多様な形式を用いうる

ものであるかということは,戯曲や詩に要求され

る形式上の制約と比較すればきわめて明らかfi:こ

とである. E.ーM.フォースターのいうごとく,小

説はおそるべき巨大な無定型のかたまりであり,

そこにはパルナサスの峰も, -リコソの山もな

く,無数の小川の流れる文学の湿地帯であり,し

ばしば沼地とも化する場所という比境のあてはま

る文学ジャ./ルの一つであるo 〔小説の諸相〕

文学作品がいかなるジャソル忙属するものにし

ても,芸術である限り,何らかの形式的制抱を受

け,何らかの法則の支配を受けることは当然であ

るが,こうした束縛からもっとも自由なものが小

説という-}ヤソルであるo LかL小説が芸術性を

志向する時,小説のこの無制限ともみえる形式の

自由は,同時に小説の芸術性の獲得にとって障害

ともなるというのが,小説の負わねばならぬ運命

である。 19世紀は18世紀に生まれた近代小説が西

欧各国においてみごとに開花する世紀であるが,

この世紀の後半から20世紀の初頭にわたり,小説

に芸術的な完成葉を与えようと.その生涯をかけ

た一人の作家がいるoそれは小説家, -ソ　・v

ェイムズ〔Henry,James, 1糾6-1916)であるo社は

半世紀におよぷ創作活動期間を通じて十数篇の長

篇小説,百講をこえる短篇小説のほかに多数の小

説論,作家論,作品論を残している。彼の小説作

品と文学評論を通して,私は小説の菓学というも

のが成立しうるか,またもし成立しうるとするな

らばそれはいかなるものかを検討してみたいと思

うo先にのべたように小説という文学ジャンルは

ギリシャ神話のプロチュ-ス(ProteuS)のように

その姿は変幻自在であり,これを厳密に定義する

ことさえ困難な仕事であるが, -ソ1] ・ジェイム
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ズの作家としての創作実践と，批評家としての文

学論を検討することをこの試論の中心としたい。

2

　ジェイムズは小説とはもっとも広い意味に解し

て一個人独自の，直接の人生印象であり，その価

値は作家が人生から受ける印象の強弱によって決

定されるという。すなわち彼は作者独自の感受性

が直接にとらえた人生の印象をもっとも鮮明に表

現することが，作家の創造活動の第一歩であると

考える。彼はこの印象の表現をできうる限り強烈

で生彩あるものとし，読者をしてこの印象を読者

自身の人生印象であるかのごとく幻覚させること

が，小説の生命であるという。人間は他人の生を

生きてみたいという欲望をもっているといわれ

る。また人間は他人の意識の世界をのぞきみたい

欲望をもつともいわれる。小説とはこの人間の欲

望を満足させる手段の一っを与えてくれるもので

ある。

　ジェイムズは特に小説の表現技術に深い関心を

示した作家の一人である。フローベルと共に，彼

ほど小説の表現の諸形式を考察しっづけた作家は

他にない。彼の小説論の中でしぼしぼわれわれの

眼を引くのは，彼の用いる特別の用語である。彼

は視覚芸術，特に絵画において用いられる用語を

愛用する。芸術批評において各ジャンルに共通に

用いられる用語はいくっかあるが，ジェイムズの

場合には特に意識的に絵画の制作や批評に用いら

れる用語の例が多い。それは絵画というジャンル

がもっ明白な形式，視覚芸術が与える印象の明確

さが，小説の形式を重要視するジェイムズをして

このような用語を愛用させたものと考えられる。

視覚芸術と言語芸術とは全く異なる素材によって

成立するものであるが，ジェイムズは物語という

形式を用いる芸術の創造にあたり，一一篇の小説を，

あだかも一個の絵画が与える視覚映像のような鮮

明さで彼の意識の中に浮かべる。彼にとって小説

は絵画のもっ構成と布置の美をもつ芸術であった

のである。小説はすべての芸術の中でもっとも包

容力の大きな，弾力性に富む芸術であると彼はい

う。また彼は小説はあらゆる対象を描きうる芸術

であり，その造形性と柔軟性は無限であり，また

諸種の法則や制約から解放された独立性をもち，

同時に最高の形式的完成度，たぐいまれな完壁の

美に到達しうるものであるという。

　はじめにのべたように小説は当初から一定の定

型をもたず，小説のとりうる形式は多種多様であ

る。物語の叙述に第一人称を用いることも第三人

称を用いることも自由であり，第二人称を用いる

ことも不可能ではない。この形式上の利点は同時

にその欠点ともなる。ジェイムズが特に注目した

のはこの点である。その形式の無限の弾力性，そ

の柔軟な造形性を用いて小説を完壁な構造美をそ

なえた芸術にまで高めようとしたのが，彼の創作

の重要な意図の一っである。

　19世紀後半以後の英国の作家の多くの例にもれ

ず彼もまた大陸諸国の文学，特にフラソス文学と

Pシヤ文学の諸作家に多くを学び，影響を受けて

いる。彼にこれら外国文学にかんする作家論，作

品論の多いゆえんである。これらの評論にみられ

る大きな特色は，彼が常に創作活動を実践する作

家の眼をもって小説批評をおこなっている点であ

る。彼が作品論において好んで用いているのは，

構図（composition）ということぽである。彼の長

篇『悲劇の女神』の序文の中でトルストイのr戦

争と平和』に言及し，構図を欠いた画面は美を表

現するためのもっとも貴重な機会を無視するもの

であるといい，トルストイの作品が人生の諸相を

写した偉大な作品であることを肯定しながら，そ

の作品の「構図」の散漫さの故にこれを巨大なる

怪物と呼んでその形式上の欠陥を指摘する。以

下，彼の評論，自作への序文，あるいは彼の書簡

の中から，彼の小説観の中の重要なものをとりあ

げることにする。

3

　『使者』（1903年）は，作者自身が，その芸術的

完成度において彼の全長篇小説のうちもっとも満

足できるものとしてみずからみとめる作品であ

る。この小説の序文の中で彼は自作にっいての検

討と分析をおこない，彼の小説美学を展開する。

ここにおいても彼は小説の「構図」の重要性を強

調する。「作品は構図をもたなければならない。

なぜならばただ構図のみが明確な美であるから」

という。絵画は平画の画布の上に立体の映像を表

現する芸術である。平面の上に立体の世界を創造
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するのは画家の眼であり，筆である。小説家ジェ

イムズはつねに画家の眼をもって小説の対象をみ

る。私はここでジェイムズにすぐれた画才のあっ

たことを付言する。彼が青年時代に描いた風景の

スケッチが現に残っており，これをみれば彼が画

家の眼と手腕とをもっていたことがうかがわれ

る。彼は青年時代にヨーロッパの各都市の遍歴旅

行をしており，各地において古今の美術作品の傑

作に接している。これは彼を絵画美に対して開眼

させたはずである。さらに彼が視覚映像に対する

おどろくべき記憶力をもっていたことが，彼の自

叙伝の第一巻r少年と他の人々』（1913年）の中

の一節によって推察できる。その中で彼は幼児の

時代にうけたある深い印象を回想している。彼は

その脳裏にきざまれた彼の人生の最初の記憶を記

述する。彼の出生の翌年（1844年）彼の一家はア

メリカからヨーロッパ周遊旅行に出かけた。彼が

まだ満二歳にもならぬ時である。その時彼は父

母，兄，叔母と共にしぼらくパリに滞在した。こ

の時の記憶，それから三年後彼が五歳の時にたま

たま両親に話す機会があり，彼の記憶に残るパリ

街頭の風景の鮮かな印象を話して両親をおどろか

せたo

　　「……私は馬車の中で両親と向いあいながら

　誰かほかの人のひざの上に坐っていた。馬車で

　街を通りすぎながら馬車の明るい窓にふちどら

　れた眺め，一高い屋根の家々にかこまれて中

　央に壮麗な円柱が高くそびえる壮大な広場の風

　景が私に深い印象を与えた。」

と彼は自叙伝の中で語っている。ジェイムズの評

伝作者たち（R・C・Le　Clair，　Le・n　Ede1）は，ジェ

イムズの記憶に残った最初の外部世界がアメリカ

の映像ではなく，旧世界ヨーロッパの映像一パ

リのヴァンドーム広場の風景であったという事実

と，彼の文学を生んだものがヨーロッパの風土で

あったという事実，この二つの事実の間に象徴的

な意味をみいだしている。私はさらに彼の最初の

記憶映像が窓によってふちどられた眺望一あだ

かも額縁におさめられた風景画に似ていたことに

もう一っの意味をみいだす。それは彼の作品に裁

然たる輪郭と明確な構図を与える彼の視覚の特異

性である。

　作家は小説の世界を構築するためには，人間の

世界という舞台と，そこに登場して演技する人間

と，さらにこれら演技者の内部世界を描出する想

像力をもたなけれぽならない。

　ジェイムズの視覚映像に対する鋭い感受性はや

がて彼の意識の成長と共に彼の文学的想像力を形

成し発達さぜる。このような感受性と想像力の結

合から生まれたものがジェイムズの小説である。

この人生風景の整然たる輪郭と構図が彼の小説か

ら読者の受ける印象である。ではジェイムズのい

うところの小説における構図とは何か。それを説

明するためには彼の作家論の中から具体的な作家

名をあげることが，構図の意味を理解しやすくす

るであろう。ジェイムズは英国の作家ウォルポー

ル（Hugh　Walpole，1884－1941）にあてた手紙（1912

年）の中でロシヤの二大作家トルストイとドスト

エフスキーの作品を引用して小説の方法論をのべ

ている。彼はこの両作家の偉大な天才を十分に認

めながらも，その作品を固形化不十分の浮動状態

のプディングにたとえ，「彼らの作品には批判す

べき点が多々あるが，特にその構図の欠如，節度

や構成の無視はその大きな欠点である」と批判す

る。これによって彼のいう構図の意味は大体推測

できると思う。彼にとって小説における構図の有

無は彼独自のきびしい審美的規準である。トルス

トイの作品の大河の流れのようなゆるやかなテン

ポ，ドストエフスキーの作品の与える劇的な緊張

感一それが一般読者が彼らの作品から受ける印

象であろう。それに対してジェイムズは彼等の作

品には構図あるいは構成美がないと批評する。こ

の批評に対しては異論があるであろう。余りにき

びしいジェイムズの美的判断に対して反論する批

評家は少くない。ジェイムズが一方において小説

というジャンルの柔軟性，制約からの大きな自由

をみとめながら，他方，小説の端正な形式の完成

を強く主張するのは矛盾のようにみえる。しかし

一見大きな矛盾のようにみえるのは，彼が在来の

英国小説の改革者という使命感，小説の実験者の

情熱をもっていたことにほかならない。彼の批評

は常に同時代の英国作家を念頭において書かれた

ものである。

4

　ラボック（P．Lubbock）の『小説の技法』（1921

年）以来，小説の理論や技法について書かれた著
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書は多い。それら何れの著書においてもジェイム

ズの小説作品と小説理論が引用されていないもの

は殆どないo彼の理論や方法にっいては賛否の意

見はさまざまであるが，それらが必ずふれる問題

は，ジェイムズの作品における特に重要な問題，

即ち一元描写と多元描写の問題である。作家には

それぞれ愛好する小説の方法がある。しかし，い

かなる作家も時により，必要に応じて方法の転換

を行ない，必ずしも唯一の方法を固持するもので

はない。ジェイムズも小説の方法の多様性を否定

してはいないが（例「モーパッサン論」），彼の愛

好するのは一元描写の方法，即ち視点を一人物に

固定する方法である。もっとも彼といえども必要

に応じて視点の移動を行なうけれども，その移動

は無限定，無原則ではなく，作品の構成を慎重に

考慮した結果のあらかじめ計画された視点の移

動，転換である。多数人物の登場する長篇小説に

おいてその中の一人物だけに視点を固定すること

は，元来むりなことであり，作品の効果にとって

も必ずしも有効な手段ではない。ただジェイムズ

は全知の作者の視点が無原則に随時小説の中に出

没する鳥鰍図的な展望図を極力排斥する。このよ

うな展望図は彼によれば作者の構築する小説とい

う小宇宙が読者に与える印象を散漫希薄にするも

のである。きびしい視点の設定によって作者のキ

“ヤメラアイは鋭い焦点を結び，明確な構図を表現

すると彼は考える。これによって作品は鮮明な映

像を読者に与える。このような小説理論によって

つくられた彼の作品の代表作は，さきにのべた長

篇『使者』と中編『メイジー』であろう。とくに

『メイジー』は彼の小説理論の実験作品である。

これは19世紀末のPンドンの一隅におこった一小

事件，人間の退廃と不倫を描いた小説である。こ

の小説は一人の純真な幼女の眼を通して眺められ

た醜悪な大人の世界の人間図絵という構成をとっ

ている。女主人公メイジーの知性は大人の世界を

理解するには余りにも幼く，彼女の眼にうつる映

像は彼女にとってはすべて謎である。また主人公

の言語能力は彼女が外部世界から受けるあいまい

な印象を表現するには余りに不十分である。しか

しジェイムズは「幼い子供は自分が知覚したもの

を表現することば以上に豊かな知覚力をもっもの

である」という確信から，徐々に進む幼女の意識

の成長を描くことによって一篇の小説を構成する

という，困難な，実験的な仕事にとりくむ。成長

する彼女の意識は薄明の世界から次第に白昼の光

の世界へと近づき，最後に彼女の道徳意識のめざ

めることによって物語は終わる。物語は一つの幼

い意識の成長の記録である。彼のいう「意識のド

ラマ」のみごとな一例であり，一人の幼女に視点

を固定し，一元描写の技法に徹した，もっとも大

胆な実験的作品である。

　ここで小説における視点，あるいは一元描写に

関連のある日本の二人の近代作家の小説論につい

て少しく付言する。一人は岩野泡鳴である。彼に

有名な一元描写論のあるのは周知のことである

が，これにはふれないで，他の一人の作家夏目漱

石の『文学論』にっいてのべることにする。彼の

『文学論』全巻の評価は別として，その中の一章，

間隔論は注目に値すると思う。漱石の蔵書の余白

にしるされたジェイムズ作r黄金の杯』の読後感

を読むと，漱石の評価は否定的で，ジェイムズに

対しては余り高い評価を与えていないようにみえ

る。漱石がこのほかにジェイムズの小説文学評

論，小説論をはたして読んでいたかどうかは私に

は不明である。ただ漱石の間隔論の中でウォルタ

ー・スコットの小説『アイヴァンホー』の29章

を例にあげて説く箇所はまさに視点の問題であ

る。しかし漱石の視点に関する考えはおそらくジ

ェイムズの小説理論とは関係なく漱石の脳裏に浮

かんだものであろう。漱石の作家的資質が，彼の

英文学の研究の途上において，視点という小説理

論の中の一問題に彼の注意をひきっけたと考える

のが妥当であろう。漱石にっいてはこれ以上の詳

論はさけることにする。

5

　1899年に英国で出版された世界文学名作集（The

International　Library　of　Famous　Literature）の第14巻

のためにジェイムズは序文を寄せた。それは10頁

にも足りない短いエッセイであるが，これはジェ

イムズの著書の何れにも収録されることなく長い

間ちりに埋れていたが，今世紀の50年代に発見さ

れ，約半世紀ぶりに再び日の目をみることになっ

た「小説の未来」という小説論である。短いエッ

セイであるが，世紀の変る時点においてジェイム

ズが考えていた小説の未来の展望として，またこ
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のジャンルに対する確信を示すものとして重要な

ものである。

　小説は19世紀の小説の巨匠たちによってみごと

fs　一一っの完成をみせたが，世紀が終りに近づく

頃，小説というジャンルの将来の存続を問う声が

聞こえはじめた。それは一つの芸術ジャンルがあ

る年数を経過してその発達の頂点に達したことを’

示すものであったかもしれない。また何か新しい

芸術ジャンルの出現が漠然と予想されたことを示

すものであったかもしれない。このような風潮を

みながら，小説の運命にっいてのジェイムズの予

想はきわめて明るく，小説の未来に対する信頼は

不動であった。彼は人間が存在する限り，小説も

また存在しつづけることを信じて疑わなかった。

彼は「小説の未来」の中で次のようにいう。

　　「人生が人間の想像にその映像を投影する力

　をもつ限り，人は小説が他の何ものにもまさっ

　てその映像をみごとに完成するのをみいだすで

　あろう。この目的のためになお一層適した何か

　ある別のものを発見することは将来に待たなけ

　れぽならない。人生そのものと人間との間に分

　離分裂が生ずる時にのみ，人は小説を断念する

　であろう。実際にはその時でさえ，この崩壊状

　況を描くことによって小説は再び，いな，いく

　たびもその生気をとりもどすであろう。この世

　が空虚無人の世界となるその日まで，鏡の中に

　は人間映像が映っているだろう。」

　このエッセイの中にわれわれは小説の実験者と

しての彼の作家的情熱と，芸術の殉教者の信念と

をみることができる。

　彼の作風や小説理論をそのままの形で受けっい

だ作家はいないけれども，彼の文学における実験

精神は次の世代の作家に伝えられて，小説界には

大きな変革がおこる。彼の没後まもなく英国には

ジョイスやウルフの，フランスにはプルーストの

新しい作品があらわれる。それらは一応の完成を

みた小説の伝統形式を意識的に破壊する作品であ

る。ジェイムズの作品をこれらの作品とくらべる

と彼の小説美学もすでに歴史的のものになったか

のようにみえる。しかし彼の小説改革者としての

実験精神は彼の死後も生きっづけ，さらに新しい

世代の作家によってジェイムズの予想をこえた小

説の革命が行なわれている。ジェイムズが前世紀

の末年に語った小説の未来にかんする予言は正し

かったのである。

　最後に小説を読むことを欲する人間の欲望につ

いてのべたジェイムズと同時代の批評家エドマン

ド・ゴス（Edmund　Gosse，1849－1928）のことぽを

書きそえる。

　　「人間はすでに知っている事柄を再びくりか

　えし，かつ詳細に語ってもらうことを喜ぶ心理

　的本能をもっている。」

　これはリチャードソンの小説を読んで驚喜した

英国18世紀の読者の心理を説明したことばであ

る。人間のこの欲望に関するジェイムズの同じ意

味のことぽを，彼の「小説の未来」から引用して

っけ加える。

　　「人間は他人の人生を生きてみたいと願う。

　しかも彼は他人の人生が彼の人生に酷似してい

　る諸点をよく承知している。生々と書かれた物

　語は他の何ものにもましてこの満足感を彼にゃ

　すやすと与える。」

　上のような小説と人間心理の関係にっいてのジ

ェイムズのことぽにもかかわらず彼の作品は一般

読者によって必ずしも愛読される作品ではない。

彼の作品の非大衆性は何故か。

　それは彼の文体のためである。彼の小説の構造

と同様，過度に洗練された彼の文体は一般読者の

理解を困難にし，大衆を彼の作品から遠ざける。

何が彼の文体を生んだのか。この間に答えること

は，ジェイムズの性格や言語意識を考察する文体

論となるので，ここではそれにふれることを一切

省略する。

　ジェイムズの小説美学についてはまだ論ずべき

多くのものが残されているが，これは別の機会に

ゆずることとし，この試論をもって私の小説美学

の序説としたい。

　ジェイムズの小説作品および文学批評は，19世

紀小説文学と今世紀のそれとを分つ分水嶺であ

る。彼の残した多数の作品は，その過半数が前世

紀末までに書かれたものであるが，彼を今世紀の

小説文学の先駆者または創始者とみなすことは，

妥当な文学史的位置づけであろう。質量ともに巨

大な彼の作品と文学批評は現代の小説美学がとり

あげるべき諸問題のすべてを含むものである。
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付　記

　　本論文中の引用文，またはその要約の出典について

は，頁数をしるす煩をさけて，その書名だけを下にし

るす。

　The　Art　of　the　Ngvel：Critical　Prefaces　by

Henry　James，　ed．　R．　P．　Blackmur．

　Henry∫ames：Selected　Literary　Criticism，　ed、　M．

Shapira．

　Selected　Letters　of　Henry　James，　ed．　Leon　Edel．

Henry　James：・Autobiography，　ed．　E．　W．　Dupee．

　　P．Lubbock－The　Craft　of　Fiction．

　　E．M．　Forste卜Aspects　of　the　Novel．

　　E．Gosse－Modern　English　Literature．

　　Ian　Watt－The　Rise　of　the　Novel．

　　R．C．．　Le　Clair－Young　Henry　James．

　　Leon　Edel－Henry　James，　The　Untried　Years．

　　Encyclopaedia　Britannica，　voL　16，　Nove1，　contrib．

Ian　Watt．

、
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